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図2．着色水の吸収スペクトル
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　続いて，雨樋を定期的に清掃し，落ち葉等が堆積しないような条件でさらに，雨水貯留槽内の水
質調査を開始した．70日間実験した結果を図3に示す．実験再開から45日間は，雨水の濁度とCOD
値はまずまずの値を推移していたが，45日以降，濁度で2回高い値が認められた．2回ともピーク
時COD値はそれ程高い値を示さず，濁度増加の原因は無機物質と推察された．また，いずれも降雨
でなく，降雪であり，ピーク観察後の晴天時で長期間駐車されていた車等を観察したところ，車全
体が灰のようなもので覆われていた．これらのことから，今回の実験過程での濁度増加の原因とし
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図3．雨水貯留槽内の水質挙動
◇，pH；口，　COD；△，濁度．
ては，雪に含まれていたほこり等に起因するものと思われる．
　以上をまとめると，雨水貯留槽内の水質のよごれとしては，落ち葉等のようなものとの接触によ
りそれらから溶出するものと雨水そのものに起因するものの2種類が考えられる．前者に起因する
着色物質に対しては，例えは雨樋を定期的に清掃する等が有効であり，着色物質そのものの除去に
は活性炭処理が適していると思われる．
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